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憔聰明銀菫霧●AM送信機の研究

野山は美しい新緑に彩られ,移動運用に絶好の季節となりました また,春の宵は値干金とか.楽しし
究に時の経つのも忘れます .

今月は,先月号に引き続いて送信機の研究をしましょう.

錮

先月号では中波帯 (BC帯 )の 1石送信機を作 りまし

たが,今回は50MHzバ ンドの水品発振型の 1石送信
機を作り,送信機の働きについて研究してみましょう.

水晶発振器にした理由は,50MHzの ように高い周
波数でL(コ イル)と ε(コ ンデンサ)の発振器 (自 励発

振器)では,ほ んの少しの振動や温度変化があっても

周波数が変動して実用的ではないからです .

1950年～ 1960年代には,電池で動 く3A5と いう真
空管を使った弁当箱型の自作 トランシーバが大流行し

ました.受信部が超再生の検波回路で,選択度 (分離
度)が悪いために,送信周波数が100～ 200kHz変動し
て受信でき,それに助けられて野に出に自作 トランシ

ーバを持っていって交信を楽しんだものです .

現在の選択度のよい受信機では,50MHz AMで あ
っても送信周波数が 100kHzも 変動したらまったく受

信できません.ダイヤルを回して探し出しても,それ

がまた変動するといった具合では,QSOど ころでは
ありません.そ こで水晶発振器の登場ということにな

ります .
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水轟夢卜冬咤壼量ス血、農盛とは

水晶発振子と呼ばれます.一般には,ク リスタル

う名前で親しまれています、

この水晶は電圧を加えると振動したり,圧力を

ると起電力を生じる作用があります.こ れを水品

電現象 (ピエゾ現象)と いいます.こ の振動数が周

になるわけです.水晶の周波数は,水晶片を作るとき
の厚さや切り出す角度によって決まります

水晶振動子を真空管や トランジスタと組み合わせて

発振器にしたものが水晶発振器です.水晶発振器の特

徴は,周囲温度の変化や振動に対して,あ まり影響を

受けずに正確で安定した電波を作ることができます、

一方,短所としては1個の水晶では決まった周波数
の送信しかできませんから,ア マチュア無線のように

一つのバンド内で周波数を大きく変えたいときには,

この方式は不便です.水晶発振器でありながら,強制

的に少しだけ周波数を変えられるようにしたVXO回

路が特殊なケースとして使用されています.
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1石の水晶発振器にもい

その例を図1に示しました .

くつかの種類があります.

(a)無調整回路

この発振回路は,その名のように調整するところが

なくて安定度もよいのですが,50MHzの ように高い

周波数を取 り出すのが難しいこと,ま た取り出せる
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水晶は,鉱物の標本などで見たことがあると思いま

す。この水品の結晶体から薄い板 (フ ィルムより薄い)

のようにして切 り出し,2板の金属板にはさんだうえ,

その電極からリー ド線 (引 き出し線)を 2本の足に接続

し,小 さなケースに入れたものが,水晶振動子または
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図1 水晶発振器のいろいろ

X X
魏
翻
畿
朧

鑽
軋
鰻
典
な
財
家
炒
な
財
鱚
儡
　
鰺
鮮
斃
難
饒

√

■
一
■
一
一

一一熙
出力■ → F~:出力｀

す0

↓

/ 0
ρ

V

変調入力

U+u/) Aat.+ /N 100k

(a)無調整回路

さいので,1～ 3石で作る簡易送信機にはあ

れません .

ランジスタを使った水晶発振器

の水晶を使って,1石で50MHzの 電波を作

とができます。 コレクタ側にはコイルに)と コン

(0の並列共振回路が入っています.こ れは二,

のものとは働きが違い,水晶への周波数に

したとき,発振をする水晶を助けるためのもので

はピアースCB回路といって水晶をコレクタ(C)

―ス(B)に入れたものですが,ベ ース (B)と エミ

(E)間 に接続した回路をピアースBE回路といい

を使った水晶発振器

のトランジスタの代わりに,FET(電界効果 ト

圏2 実験用50MHz AM送信機

100k

(c)FETによる水品発振器
(ピアースDG回路)

ランジスタ)を使った回路です.こ の方式だと使用す

るパーツは少しですみます.ま た,水品をゲート(G)

とソース (S)間 に入れたピアースCSと いう回路もよ

く使われます.

X,5062ヽ ′4Hz

、゙

部語繹冬な組ゑ率=Q諦明

FETを 使った図 2の 1石送信機を作ることにしまし

た.FETに は2SK241を 使いましたが,2SK192や も

っと古い2SK19で もよく働きます.こ の3種類は同じ

足接続ですが,ほかの相当品であっても足接続の異な

るものがありますから注意してください .

コイルは,50MHz用 の 10mm角 ケース入 りのタイ

プSL-500(同 調用 (〕 =22pF)を 使用しましたが,FCZ
コイルのFCZ50の 07S(7mm角 )で も10S(10■lm角 )で

も同じように使用できます.必要なパーツは,表 1の

とおりです .

X:50MHz台
オーバトーン

クリスタル

ι:SL-500
または
07S50   22pを 15ptこ

(b)ト ランジスタによる水品発振器
(ピアースCB回路)

2SK241 D ι
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S
0001μ ST-32
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図3 実体配線のようす

基板は前号の本欄と同じように,生のプリント基板
に同じ基板を5mm角 に切ったものを貼りつけた,簡
易方式にしました.配線の具合は,図 3を参考にして

ください.

電源は少しでも多くパワーが取れるように9Vと

し,006Pの 電池を使いました.ま た,AMの変調実
験のため変調トランスをつけました.い うなれば,真

表1 本機に必要なパーツ

空管のプレー ト変調に相当する, ドレイン変調です

配線が完了したら, まちがいがないかをよく

て,電池およびアンテナとしてlmの ビニール被
をつけてスイッチをONに します。そして, コィルの
コアを専用の調整橿<プラスチック製)を使って回して

,

出力最大点に合わせます.そ の最大点は,RFチ ェ

カーをアンテナ端子につけてメータの振れを見る

法,あ るいは50MHzの トランシーバがあれば,

で5062MHzを 受信 してSメ ーターの振れ最大点

します.こ こで注意することは,水晶

写真1 できあがった50MHz AM送信機
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|■1 品名 ||■ | |■■|■■蹂 資 ||■■■■ 数量|

FET 2SK241
2SK192, 2SK19
でもOK

水品発振子

(ク リスタル)

5062ヽlHz
HC‐50U
またはHC-25U

この付近の周波数
のものでよい

クリスタルソケット

:1 4 )V "MHz用
ミズホ通信

SL‐500
FCZ50M用 でOK

抵抗 100k 1/4ヽV

コンデンサー

セラミック22pF FCZコ イルのときは15pF

セラミック0001μ F 表示は102

電解コン10o μF 耐圧 16V以上

トランス ST-32 ■2k Ω:8Ω 同等品

基板 生基板
ベーク板に鋼箔を

貼ったもの

電池 006P(9V)

電池スナップ 006P用

ターミナル

スイッチ スライド型 トグル型でもよい

バネル アルミ板

木台

シールド線 50cm

プラグ φ35mm
木ネジ φ3X10
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農夫のO点に
すると何かの

ショックで発振
ストップする安

定した(D点に
合わせる

radioを確実にお手元にお届けする年間予約購読をご利用ください

し込み方法 :お申し込みは,FAXで下記までご通知ください.お 申し込みに便利な「年間予約購読申込書」をWeb
でも公開しています(http:〃www.cqpub.co」 p/hanbai/nenkan/nenkan.htm).こ ちらもご利用ください.

い方法は,ク レジットカード・現金書留・郵便振替・銀行振込がご利用になれます

申し込み受け付け後,請求書を発送し,商品はご入金確認後に発送いたします

約購読の申し込み先 :CQ出 版株式会社 販売部 TEL i03-5395-2141 FAX103-5395-2106
「CQ ham radio」 は全国各地の書店のほか,セブンイレブンでもご注文いただけます

音源として
カセットプレーヤー,ラジオなど

1石送信機

イヤフォンプ

AFアンプ
0.3～ 05Wく らいのオーディオアンプ
を変調器として使う_
アンプユニットMA-1ま たはTA7368P
LM386な どのICで作ったアンプ

RFメ ーター

の振れ

図4 発振器の調整方法

100p
コアの位置

50MHzノ ンヽド
の受信機または
トランシーバ

調整用
ドライバー

アンテナ lN60
十

lN60

変調入

マイク

き発振回路の共振点は,一方がなだらかで,一方

ストップしますから,最大点より少しコアをな

な方にもどしておくことです.

ることがわかったら,変調入力のプラ

ラジカセなどのイヤフォン端子につないで,音声

えるとAM電波が送信されます (図 4).

た,変調回路を働かせないで2SK241の ソースと

ス間あるいは供給している電池の回路の途中の電

なげば,CWの送信機になります
送信機では,ア マチュア局用の送信機としては

なので,水品発振器の次にもう1本 トランジスタ

増幅用として追加 し,2石の送信部にすれば ,

も50mW(OЮ5W)～ 100mW(0■W)ほ どになりま

増設したトランジスタに変調出力を加えたり,電

つなげば,アマチュア無線設備としての送信機に

す.ま た機会をみて,皆さんと一緒に研究しま

.では来月まで

※

今回紹介 した50MHzAM送信機の中で,入手が難

しい5062MHzの水晶発振子,コ イルSL-500が筆者の

手元に15セ ットほどあります.こ れをご希望の方に

頒布いたします.下記までご連絡ください。それぞれ

1800円 (税・送料200円 ),180円 (税・送料200円 )と

なります .

申し込みはミズホ通信までお願いします .

〒194-0022 東京都町田市森野 4‐ 7‐21 ミズホ通信
′
「 EL i042‐723-1049

お講びと訂正

。2月 号p135コ ラム中の図A,PSK31用 インターフェース

のダイオードの向きが逆でした.

●4月 号p138,「 自動発振器」を「自励発振器」に,p140
の表 1中 ,フ イルム01μ Fを フィルム0.22μ Fに ,図 5中

の120pを 220pに それぞれ訂正いたします´
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